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効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（30年度）

工事（設備含む）
の完了

建築工事（設備含む）の実施

目　標
工事（設備含
む）の実施

実　績

建築工事（設備含む）実施

目　標
工事（設備含む）
実施

実　績
建築工事・機械・電気

設備工事の完了

80%

進
捗
状
況
説
明

　桃原ﾋﾞｰﾁ･ﾄｲﾚ施設の整備により、観光客やﾋﾞｰﾁ利用者へのサービス向上や安心・安全・快適性が確保され地域経済（共同店）の活性化
も図られた。・・・・平成２９年　６月共用開始

設計業務の完了

【H30成果目標】
利便性が確保されたか（80％以上）を含め、
当該施設のアンケートにより本事業のあり
方の検証の実施

目　標

目標値
（30年度）

建築設計業務の実施

目　標
設計業務
の実施

実　績

達
成
状
況
説
明

　建築箇所の見直し検討や、専門業者（型枠工・鉄筋工）の確保に不測の日数を要したこと等により工期の変更が生じたもの
の、桃原ﾋﾞｰﾁ･ﾄｲﾚ施設の整備が計画的に達成できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H28成果目標（指標）
基準値

（　年度）
28年度 29年度 30年度

建築工事監理業務の実施

目　標
工事監理業務の
実施

実　績 工事監理業務の完了

目　標 設計業務の実施

実　績
土質調査・実施設計の

完了

予算の状況の説明

　当初の計画額は2,374千円であるが当初予算において2,380千円を計上したため増減額に6千円の差が生じた。
また、実施設計の完了により工事費が確定したことで、工事費25,970千円及び施工監理にかかる委託費350千円を6月補
正で増額した。さらに、建築箇所が見直されたことにより数量変更による工事費13,190千円を9月補正で増額した。
一部住民から整備箇所の見直しの声があり、地域説明会等の協議・調整に不測の日数を要したため工事費にかかる
24,732千円を29年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）
達成状況

28年度 29年度 30年度 31年度

建築設計業務の実施

執行率（％）(B/A) 39.7% 97.9% #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 24,732 0

うち交付金充当額 13,289 19,378

B．執行済額 16,612 24,223

A．計(b+d) 41,890 24,732 0 0

(d)繰越額 － 24,732

－

(c)増減額(b-a) 39,516 － 0 0

31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,374 －

(b)予算現額 41,890

事業内容 　観光地のサービス機能の強化による観光客の利便性向上を図るため、野外公衆トイレ・シャワー等の施設を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　28年度 28年度（繰越） 29年度 30年度

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 　企画商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

建築工事監理業務の実施

市町村名 国頭村

平成２８年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1－⑤ 　観光地の施設整備促進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

実　績
工事監理業務の

完了

目　標
工事監理業務
の実施



○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施して
おり、妥当であったと考えている。
○予算規模については不用額は５％以内であり、適正な規模
であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なものな
のか等については額の確定時において検査、確認しており、
適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

40,835 40,835 32,667 8,168 0

今後の取り組み方針

・今後、同様の事業の実施にあたっては、計画地域へ説明や専門業者との調整を早期に実施するとともに、ビーチ利用者や観光客が安全・安心・快適に施設を利用
できるよう、施設内外の清掃や点検等日常の維持管理を徹底し地域及び利用者が自主的にイベント等開催ができるような環境づくりに努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・建築箇所の見直しや、工事実施時における専門業者の確保に不測の日数を
要したことにより工事発注に遅れが生じ、それに付随して年度内の完成ができ
ず繰越となった。

・建築にあたっては、計画地域への説明及び意見等の集約に十分な時間を要
し適所を決定する。また、工事実施については村内工事発注件数等を十分把
握し早期発注による適正な工期設定に努め遅延、繰越のないようにする。

国頭村 
40,835千円 

委託料 
2,635千円 

きた建築設計事務所 
2,635千円 

工事請負費 
38,200千円 

前田建設 
18,544千円 

国光電気工事社 
19,656千円 桃原ﾋﾞｰﾁ・ﾄｲﾚ機械、電気設備工事 

桃原ﾋﾞｰﾁ・ﾄｲﾚ建築工事 

桃原ﾋﾞｰﾁ･ﾄｲﾚ設計委託業務 

桃原ﾋﾞｰﾁ･ﾄｲﾚ工事監理委託業務 
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24年度

・小学校4校（奥間小学校、辺土名小学校、奥小学校、安波小学校  合計10室）及び中学校1校（国頭中学校3室）に空調設備工事を実施し
た。

小学校4校（10
室）

中学校1校（3室）

幼稚園1校
小学校7校
中学校1校

空調設備設置工事の完了
学校数：４小学校（１０室）・１中学校（３室）
○小学校
奥間小学校・辺土名小学校・奥小学校・安
波小学校
○中学校
国頭中学校

29年度
目標値

（30年度）

目　標

執行率（％）(B/A) 0.0% 90.3%

達成状況

当初の計画額は17,721千円であるが当初予算において17,730千円を計上したため増減額が9千円となっている。
また、入札不調や施工時期についての制限（学校授業終了時及び長期休み期間）により工期に不測の日数を要したため
工事費にかかる11,510千円を29年度に繰越した。

0 25,677

28,420

0 20,542

次年度繰越額

B．執行済額

うち交付金充当額

6,220

0 11,510 0

4,976

9

28,420 28,420 17,730

－▲ 1

(d)繰越額 －

進
捗
状
況
説
明

28年度

実　績

達
成
状
況
説
明

小学校7校
中学校1校

実　績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

基準値
（　年度）

活動目標
（指標）

及び達成状況

・小学校4校（奥間小学校、辺土名小学校、奥小学校、安波小学校  合計10室）及び中学校1校（国頭中学校3室）に空調設備工
事を実施した。

H28活動目標（指標）

空調設備設置工事の実施
学校数：４小学校（１０室）・１中学校（３室）
小学校
奥間小学校・辺土名小学校・奥小学校・安
波小学校
中学校
国頭中学校

(c)増減額(b-a)

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

予算の状況の説明

事業内容
　亜熱帯気候である沖縄は、年間を通して高温多湿な状況が長期間続く地域である。小中学生の健康維持や学習意欲の向上を促す必要があるた
め、空調設備を整備する。

実施方法

28年度 28年度（繰越）　24年度 24年度（繰越）

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（30年度）

平成24～29年度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

－

　教育課 沖縄振興基本方針
該当箇所

－ 17,721

(b)予算現額

11,510

28,421

－

－

28,420

－

17,730

28,420

81.1%

9,332

11,510

－

実　績
小学校4校（10

室）
中学校1校（3室）

28年度

小学校4校（10室）
中学校1校（3室）

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

29年度

確かな学力を身につける教育の
推進

予
算
の
状
況

事業実施
（予定）年度

幼稚園1校
小学校7校
中学校1校

【H30成果目標】
屋内の暑さによる体調不良児童生徒数

目　標

H28成果目標（指標）

7,465

Ⅲ－３－（１）

(a)当初予算額

目　標

35.1%

30年度

市町村名 国頭村

事業番号
・事業名

平成２８年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第３章－５－（３）－ア
6－⑥ 　小・中学校空調設備整備事業

24年度 29年度

小学校7校
中学校1校

小学校4校（10室）
中学校1校（3室）



交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

総事業費
交付対象
事業費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（空調設備設置工事の完了）
・施工時期及び設備の数量変更等により工期に不測の日数がでたことで、平
日の学校活動時に工事を実施する必要があったため、生徒の学校活動に影
響が出た。

（空調設備設置工事の完了）
・空調設備整備工事については、学校活動に影響がないようにすることが重
要であり、夏休み期間内に実施できるよう早期発注等の対策が必要である。

今後の取り組み方針

（空調設備設置工事の完了）
・計画段階から空調設備整備工事についての工種、工程等を把握して、長期の休み（夏休み等）の期間で実施できるよう、計画的な期間設定に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価

○

△

-

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

15,552 12,441 3,111

○工事の業者選定は指名競争入札により実施しており、妥当
であったと考えている。
○不用額は積算見直しによる工事費の減額によるものであ
り、事業費の18.9％となっている。積算の精査等が必要であっ
たと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なものな
のか等については額の確定時において検査、確認しており、
適正であった。

評価に関する説明

40015,952

空調設備設置 

小学校10教室 

中学校 3教室 

山一 
15,552千円 

工事請負費 
15,552千円 

国頭村 
15,552千円 

交付対象外経費 
※契約変更に伴う差額（単費） 

４００千円 


